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BEFR RPS6KA1
RPS6KAT;MAPKAPK1A;RSK1;Ribosomal protein S6 kinase alpha-1;S6K-alpha-1;90 kDa
1154 ribosomal protein S6 kinase 1;p90-RSK 1;p90RSK1;p90S6K;MAP kinase-activated protein
kinase 1a;MAPK-activated protein kinase 1a;MAPKAP kinase 1a;MAPKAP
BEFID 6195
SwissProt ID Q15418
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、核。リボソームタンパク質S6キナーゼA1（RPS6KA1）ヒト。この遺伝子は、セリン／スレオニンキナーゼであるRSK（リボソームS6キナーゼ）ファミリーのメンバーをコードする。このキナーゼは2つの非相同なキナーゼ触媒ドメインを有し、マイトジェン活性化キナーゼ（MAPK）シグナル伝達経路のメンバーを含む様々な基質をリン酸化します。このタンパク質の活性は、細胞増殖および分化の制御に関与していることが示唆されています。異なるアイソフォームをコードする代替転写スプライスバリアントが特徴付けられています。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
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	Hela細胞全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をp90RSK（リン酸化Ser380）ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG（H + L）抗体を用いた。

